
1999年 出上の木簡

岩
手
・
柳

之
御
所
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
字
柳
御
所

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年
度
調
査

（第
五
〇
次
調
査
）
　

一
九
九
九
年

（平
１１
）
二
月
―

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
岩
手
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
斎
藤
邦
雄

・
羽
柴
直
人

５
　
遺
跡
の
種
類
　
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

（
一
二
世
紀
後
半
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

柳
之
御
所
遺
跡
は
Ｊ
Ｒ
平
泉
駅
の
北
方
約
六
〇
〇
ｍ
、
平
泉
市
街
地
の
東
端

の
岩
手
県
西
磐
井
郡
字
平
泉
町

柳
御
所
か
ら
字
伽
羅
楽
地
内
に

か
け
て
所
在
す
る
。
北
上
川
に

よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
標
高

二

五
ｍ
前
後
の
低
位
段
丘
縁
に
立

地
し
、
そ
の
面
積
は
約

一
一

醐

万
ポ
で
あ
る
。

一　
　
一
九
人
八
年
か
ら
実
施
さ
れ

く

た
緊
急
発
掘
調
査
で
、
遺
跡
を

囲
む
大
規
模
な
堀
、
園
池

。
塀

・
掘
立
柱
建
物

・
井
戸
な
ど
が
検
出
さ
れ
、

『吾
妻
鏡
』
に
記
さ
れ
た
奥
州
藤
原
氏
三
代
秀
衡
の
平
泉
館
で
あ
る
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。
九
七
年
度
に
国
の
史
跡
指
定
を
受
け
、
九
八
年
度
か
ら
当
教
育
委

員
会
が
史
跡
整
備
に
向
け
た
資
料
収
集
を
目
的
と
し
て
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

本
年
度
は
園
池
跡
の
北
東
域
を
中
心
に
、
約

一
人
○
○
ポ
の
発
掘
調
査
を
実

施
し
た
結
果
、　
三

一世
紀
後
半
の
掘
立
柱
建
物

一
二
棟

・
塀

一
三
条

・
土
坑
三

基

・
井
戸
状
遺
構
三
基

・
土
器
集
中
区

一
カ
所
を
検
出
し
た
。
今
回
紹
介
す
る

木
簡
は
、　
三

一世
紀
後
半
の
五
〇
Ｓ
Ｅ
三
井
戸
状
遺
構
の
埋
戻
土
中
か
ら
出
土

し
た
。
こ
の
井
戸
状
遺
構
は
、
開
田
部
の
径
約
二

・
二
ｍ
深
さ
約
三

・
Ｏ
ｍ
を

測
り
、
当
遺
構
か
ら
は
、
完
形
か
わ
ら
け
を
は
じ
め
漆
塗
り
木
製
品

・
折
敷
な

ど
の
各
種
木
製
品
や
漆
の
染
み
こ
ん
だ
麻
布
で
器
表
面
が
覆
わ
れ
た
完
形
の
白

磁
四
耳
壺
等
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
文
字
資
料
に
つ
い
て
も
、
本
遺
構
か
ら

は
他
に
銅
印

一
点
と
、
木
片
に
判
読
不
能
の
文
字
や
絵
画
の
一
部
を
記
し
て
い

る
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
入
点
出
上
し
て
い
る
。

銅
印
は
完
存
し
、
「磐
前
村
印
」
と
い
う
文
字
を
二
行
に
陽
刻
す
る
。
印
面

の
縦
横
四
四
ｍｍ
四
方
、
印
面
か
ら
把
手
ま
で
の
高
さ
三
七
ｍｍ
、
重
さ

一
六
七

・

四
ｇ
で
あ
る
。
印
面
の
角
は
や
や
円
み
を
も
ち
緩
や
か
に
反
り
返

っ
て
い
る
。

摘
み
の
部
分
は
弧
状
で
、
孔
は
穿
た
れ
て
い
な
い

（弧
鉦
無
孔
）。
鉦
の
裾
の
部

分
に
印
の
方
向
を
示
す

「上
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
銅
製
の
鋳
造
印
で

型
か
ら
取
り
出
し
た
後
、
タ
ガ
ネ
状
工
具
で
細
部
を
加
工
し
調
整
し
て
い
る
。

朱
と
思
わ
れ
る
赤
色
顔
料
が
目
詰
ま
り
の
状
態
で
観
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
実



際
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
刻
ま
れ
た
文
字
な
ど
の
稜
線
部
に
磨
耗
が

少
な
く
、
使
用
頻
度
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「磐
前
村
」

は
、
奥
州
藤
原
氏
支
配
圏
内
に
所
在
す
る
地
名
を
記
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る

が
、
比
定
地
を
特
定
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
　
「日
Ｈ
日
日

―十
日
日
Ｈ
□

苺

日
肥

世

そ

専

露

②

　

。
日

日

Ｈ

ＩＩ

Ｈ

日

回

」

。
ニ

コ
ム
ロ

ロ

ロ

ノ
ロ

」

（∞
『
）
×

（
］
時
）
×
ヽ
　
ｏ
⇔
牌

ω
は
、
折
敷
底
板
の
片
面
の
一
部
に
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
未
解
読
で
あ

る
。
基
本
的
に
は
段
を
変
え
三
行
取
り
で
文
字
を
書
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
さ

ら
に
、　
一
行
日
の
左
側
、
三
行
目
の
上
部
に
斜
め
に
数
行
文
字
が
記
さ
れ
て
い

る
。　
一
見
無
秩
序
に
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
の
資
料
に

類
似
し
た
例
は
過
去
の
調
査
で
も
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
〓
三
号
）。

②
は
、
円
形
曲
物
の
底
板
の
周
辺
部
の
両
面
に
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
上

半
及
び
側
辺
が
欠
損
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
章
の
一
部
と
推
定
さ
れ
る
。
表

面
に
も
墨
痕
の
一
部
が
認
め
ら
れ
る
。

な
お
、
銅
印
に
つ
い
て
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
に
ご
教
示

・

ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

『平
泉
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
書
　
柳
之
御
所
遺
跡
第

（二
〇
〇
〇
年
）

『銅
印
と
白
磁
四
耳
壷
』
シ
ン
ポ
ジ
ユ
ウ
ム
資
料

（
一

（斎
藤
邦
雄
）

９
　
関
係
文
献

岩
手
県
教
育
委
員
会

五
〇
次
発
掘
調
査
概
報
』

平
泉
町
教
育
委
員
会

九
九
九
年
）




